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「
加
須
市
の
算
額
展
」
の
見
学 

 

六
月
十
五
日
に
加
須
市
の
「
キ
ャ
ッ
ス
ル
き
さ
い
」

で
開
催
中
の
「
加
須
市
の
算
額
展
」
を
見
学
し
ま
し

た
。
昨
年
十
月
に
車
を
買
い
替
え
て
か
ら
初
め
て
の

高
速
道
路
の
利
用
。
道
順
は
単
純
な
の
で
あ
と
は
安

全
運
転
を
心
掛
け
た
。
加
須
市
騎
西
は
数
学
者
「
谷

山 

豊
」
を
輩
出
し
た
処
と
い
う
。
谷
山
は
、「
フ
ェ

ル
マ
ー
の
最
終
定
理
」
を
解
く
た
め
に
重
要
な
鍵
を

握
っ
た
「
谷
山
―
志
村
予
想
」
を
提
出
し
た
、
と
キ

ャ
ッ
ス
ル
き
さ
い
に
説
明
が
あ
っ
た
。
惜
し
い
か
な

31
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。 

展
示
は
加
須
市
に
残
る
算
額
と
歴
史
が
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
非
現
存
も
含
め
る
と

加
須
市
に
は
二
十
六
面
の
算
額
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

が
、
現
存
は
少
な
い
。
展
示
さ
れ
て
い
た
現
物
算
額

は
「
棘
抜
地
蔵
の
算
額
」（
明
治
六
年
三
月
、
嶋
田
宇

市
郎
円
義
門
人
の
掲
額
、
六
問
六
名
）
と
、「
愛
宕
神

社
の
算
額
」（
平
成
三
十
年
の
複
製
で1

8
2
×

9
7
cm

の
大
型
の
も
の
、
元
は
明
治
十
三
年
四
月
、
加
庭
国

造
道
年
門
人
の
掲
額
、
二
十
三
問
二
十
三
名
）
で
し

た
。
両
者
と
も
『
埼

玉
の
算
額
』
に
あ
り

ま
す
。「
玉
敷
神
社
の

算
額
」（
大
正
四
年
掲

額
、
本
誌
37
号
参
照
）

と
「
大
宮
氷
川
神
社

の
算
額
」
は
パ
ネ
ル

展
示
で
し
た
。
他
に

都
築
利
治
の
免
状
や

算
盤
・
算
木
・
都
築

利
治
肖
像
画
な
ど
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
日
本
橋
の

「
福
徳
神
社
の
算
額
」

（
令
和
二
年
、
内
田

圭
一
氏
の
奉
納
）
の

パ
ネ
ル
展
示
も
あ
り

ま
し
た
。
も
し
か
し

た
ら
展
示
さ
れ
て
い

る
か
も
と
思
っ
て
い

た「
医
王
寺
の
算
額
」

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
（
本
誌

37

号

参

照
、
五
年

来
の
私
の

課
題
）。 

加
須
市

の
数
学
者

の
系
統
は
、

旧
加
須
市

が
溜
谷
要
斉
（
た
め
が
や
よ

う
さ
い
）
、
旧
騎
西
町
が
都

築
利
治
（
本
誌
36
号
参

照
）
に
よ
っ
て
盛
ん
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

と
も
に
江
戸
長
谷
川
道

場
で
二
代
目
長
谷
川
弘
に
学
び
、明
治
十
二
年
の『
社

友
列
名
』
に
は
見
題
免
許
に
「
武
蔵
大
越 

溜
谷
興

市
郎
教
推
溜
谷
興
市
郎
者
茂
木
万
之
助
門
人
也
後
為

直
弟
」お
よ
び「
武
蔵
種
足 

都
築
源
右
衛
門
利
治
」

と
あ
る
と
い
い
ま
す
（『
社
友
列
名
』
は
国
会
図
書
館

Ｈ
Ｐ
で
見
ら
れ
私
も
確
認
し
ま
し
た
）。 

「
棘
抜
地
蔵
の
算
額
」
が
見
ら
れ
た
の
は
収
穫
で

し
た
。
小
規
模
で
も
こ
の
よ
う
な
展
示
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
感
謝
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

な
お
、
展
示
さ
れ
て
い
た
『
き
さ
い
の
和
算
』（
騎

西
町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
年
）
を
騎
西
図
書
館

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
都

築
利
治
の
「
入
門
の
す
す
め
」
と
「
騎
西
の
和
算
家

の
系
譜
」
を
以
下
に
示
し
ま
す
。 
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田
舎
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
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夫
氏
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  棘抜地蔵の算額（ガラス越なのでうまく撮れないが、かなり読めそう） 

都築利治肖像

画 

愛宕神社の算額 
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騎西の和算家の系譜（『きさいの和算』より） 

 

都
築
利
治
の
「
入
門
の
す
す
め
」（『
き
さ
い
の
和
算
』
よ
り
） 

 
 

算
術
順
席
傳
法 

夫
先
生
諱
利
治
号
源
右
衛
門
姓
都
築
氏
本
姓
北
埼
玉
郡
大
字
下
種

足
十
五
番
地
都
築
氏
長
男
ナ
リ
幼
初
ヨ
リ
數
學
ヲ
考
ヘ
甫
テ
七
歳

時
爲
人
頴
敏
尤
モ
數
術
ヲ
好
ミ
東
京
長
谷
川
先
生
ニ
随
ヒ
二
十
四

ヶ
年
一
ヶ
月
間
晝
夜
研
究
天
文
地
理
ニ
亘
リ
座
ナ
カ
ラ
山
河
大
地

之
廣
狹
ヲ
量
リ
萬
物
數
ヲ
ナ
ラ
シ
ム
ル
明
算
之
妙
術
ナ
リ
故
ニ
關

流
正
統
免
許
皆
傳
ノ
許
ヲ
蒙
リ
諸
學
校
算
術
ノ
教
授
ヲ
勤
メ
數
多

數
學
之
順
席
授
ヶ
方
著
明
シ
故
ニ
門
人
ヘ
其
秘
法
ヲ
授
ヶ
冀
ハ
将

來
算
學
懇
志
ノ
諸
君
續
々
入
門
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
企
望
ス 

 

明
治
三
十
二
年 

北
埼
玉
郡
種
足
村
大
字
中
種
足 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
築
源
右
衛
門
利
治 

  
 
 

順
席
傳
法 

 

開
立
方 

 
 
 
 

勾
殳
玄 

 
 
 
 

定
例 

 
 

帯
縦
開
立 

 
 
 

比
例 

算
盤
玉
之
位 

 

相
應
開
立 

 
 
 

盈
朒
方
□ 

加
算 

 
 
 
 

測
量
十
字 

 
 
 

繁
比
例 

減
算 

 
 
 
 

間
斜
取 

 
 
 
 

平
均 

乗
算 

 
 
 
 

小
數
位 

 
 
 
 

差
分 

除
算 

 
 
 
 

大
數
位 

 
 
 
 

方
中
門 

四
則
合
法 

 
 

大
數
小
數
用
位 

 

三
角
門 

加
減
乗
除 

 
 

算
木
用
方 

 
 
 

諸
角
門 

見
一
割 

 
 
 

天
元 

 
 

圓
法
玉
法
弧
矢
弦
玉
欠
論 

相
場
割 

 
 
 

天
元
用
へ
方 

 
 

適
盡 

利
足 

 
 
 
 

測
量
分
見 

 
 
 

剰
一
術 

繁
利 

 
 
 
 

尺
〆 

 
 
 
 
 

歉
一
術 

利
足
損
益 

 
 

川
測
浚 

 
 
 
 

諸
約
術 

開
平
方 

 
 
 

着
積
土
桝 

 
 
 

三
斜
術 

帯
縦
開
平 

 
 

酒
桶
積
ル 

 
 
 

冪
矩
合
術 

相
應
開
平 

 
 

點
竄 

 
 
 
 
 

諸
法 
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野
口
泰
助
先
生
を
偲
ぶ 

  

野
口
泰
助
先
生
が
昨
年
十
一
月
に
亡
く
な
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
を
、
最
近
知
り
、
驚
き
と
同
時
に
誠

に
残
念
と
思
い
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

先
生
は
熊
谷
の
人
で
昭
和
二
年
三
月
二
十
二
日
生

ま
れ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
九
十
三
歳
と
七
ヶ

月
余
り
の
人
生
で
し
た
。 

先
生
の
活
躍
の
一
端
は
「
日
本
数
学
史
学
会
発
足

ま
で
の
思
い
出
」（『
数
学
史
研
究
』通
巻
80
号
、19

7
9

年1

～3

月
、
創
立
20
周
年
記
念
号
）
と
い
う
短
文

を
み
る
と
わ
か
り
ま
す
。
要
約
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。 

・
戦
災
を
受
け
て
仮
住
い
が
図
書
館
前
だ
っ
た
こ
と

か
ら
図
書
館
に
勤
め
る
傍
ら
、「
北
武
蔵
の
数
学
」（
注
、

三
上
義
夫
）
か
ら
熊
谷
近
郊
に
算
額
の
あ
る
こ
と
を

知
る
。 

・
24
年
古
本
屋
で
「
算
法
新
書
」
を
物
交
で
入
手
。

休
日
に
自
転
車
で
寺
社
の
算
額
を
調
べ
廻
る
。
大
谷

恒
蔵
先
生
に
指
導
を
頂
く
。（
大
谷
氏
と
は
基
本
資
料

で
あ
る
『
埼
玉
の
算
額
』
を
昭
和
44
年
に
著
す
） 

・
27
年
和
算
史
同
好
者
と
「
算
友
会
」
を
発
足
。 

・
28
年
日
本
科
学
史
学
会
入
会
。
大
矢
真
一
先
生
ら

と
知
り
合
う
。 

・
32
年
和
算
雑
誌
「
さ
ん
」
を
創
刊
。
平
山
諦
先
生

か
ら
資
料
の
提
供
受
け
続
け
る
。（
同
じ
頃
萩
野
公
剛

氏
も
算
額
調
査
で
埼
玉
県
内
を
廻
っ
て
い
た
） 

・
33
年
10
月
20
日
関
孝
和
二
五
〇
年
祭
と
墓
前

祭
が
開
か
れ
、
そ
の
後
の
懇
話
会
で
和
算
研
究
の

同
好
会
で
装
い
新
た
に
「
算
友
会
」
発
足
（
こ
の

時
の
メ
ン
バ
ー
は
平
山
諦
・
細
井
淙
・
大
矢
真
一
・

山
崎
与
右
衛
門
・
下
平
和
夫
ら
錚
々
た
る
人
達
、

下
の
写
真
参
照
） 

・
34
年
4
月
機
関
誌
「
和
算
研
究
」
創
刊 

・
37
年
3
月
野
口
宅
で
算
友
会
の
編
集
委
員
会

を
開
催
時
、「
日
本
数
学
史
学
会
」
と
改
称
。
機
関

誌
も
「
数
学
史
研
究
」
改
題
。 

（
現
在
に
続
い
て
い
ま
す
） 

  

こ
の
よ
う
に
先
生
は
戦
後
の
和
算
研
究
の
草
創

期
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
著
書
に

は
先
述
の
『
埼
玉
の
算
額
』
の
他
に
『
埼
玉
県
数

学
者
小
辞
典
』（
昭
和
36
年
）、『
熊
谷
市
の
算
額
』

『
忍
の
数
学
』（
共
に
昭
和
37
年
）「
和
算
と
近
世

文
化
―
知
的
な
遊
戯
」（『
和
算
の
事
典
』に
所
収
、

2
0
0
9

年
）、『
江
戸
の
寺
子
屋
入
門
』（
共
著
）
等
々

が
あ
り
、
ま
た
『
江
戸
初
期
和
算
選
書
』
で
は
編

集
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
計
量
器
・
珠
算
・
作
図

な
ど
の
調
査
研
究
も
行
っ
て
資
料
化
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
特
筆
す
べ
き
は
和
算
資
料
の
蒐
集
家
で
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
蒐
集
し
た
史
料
・
資
料

は
図
書
原
簿
に
整
理
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
番
号
は

4,782

ま
で
を
私
は
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、「
算
法
求
積
通
考
」の
草
稿
本
や「
算
法
闕
疑
抄
」 

 

〔
天
和
本
〕、
そ
れ
に
「
算
法
開
蘊
附
録
解
」「
算
法

約
術
新
編
」
な
ど
の
剣
持
章
行
自
筆
本
、
そ
れ
に
地

こ
の
写
真
は
昭
和
33
年
10
月
20
日
に
撮
ら
れ
た
も

の
。
前
列
右
よ
り
、
大
谷
真
一
・
細
井
淙
・
平
山
諦
・

同
夫
人
・
山
崎
与
右
衛
門
。
安
部
元
章
・
竹
内
乙
彦
、

後
列
右
よ
り
、
下
平
和
夫
・
萩
野
公
剛
・
野
口
先
生
・

鈴
木
久
男
・
服
部
武
雄
・
藤
井
長
雄
の
各
氏
。
野
口

先
生
か
ら
頂
い
た
写
真
で
す
。
同
じ
写
真
が
『
日
本

数
学
の
新
知
識
』（
昭
和
43
年
）
の
口
絵
写
真
に
あ
り

ま
す
。
和
算
研
究
の
中
で
は
記
念
す
べ
き
写
真
で
す
。 
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元
の
和
算
家
の
史
料
（
例
え
ば
戸
根
木
格
斎
の
門
人

帳
な
ど
）
な
ど
和
算
に
関
す
る
一
級
史
料
が
沢
山
あ

り
ま
し
た
。 

私
は
先
生
の
蔵
書
の
整
理
で
何
か
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
、
図
書
原
簿
を
も
と
に
、
書
名
か
ら
登
録
番

号
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
を
入
力
し
て
い
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
の
多
さ
に
音
を
上
げ
て
途
中
段
階

で
し
た
。 

 

地
元
埼
玉
の
和
算
を
勉
強
し
て
い
る
と
文
献
等
に

先
生
の
名
前
が
よ
く
出
て
来
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と

か
ら
拙
著
『
飯
能
の
和
算
家
・
石
井
弥
四
郎
和
儀
』

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
生
と
の
出
会
い
が
出

来
ま
し
た
。
贈
呈
は
二
〇
一
二
年
の
十
二
月
頃
で
し

た
か
ら
、
約
十
年
前
と
な
り
ま
す
。 

熊
谷
の
和
算
家
の
事
績
を
案
内
し
て
頂
い
た
他
、

藤
沢
の
自
宅
に
何
回
も
尋
ね
、
和
算
書
を
見
せ
て
頂

き
、
ま
た
借
用
も
し
た
り
し
ま
し
た
。
先
生
は
非
常

に
や
さ
し
く
、
何
で
も
見
せ
て
頂
き
、
ま
た
貸
し
て

も
頂
き
ま
し
た
。
和
算
資
料
を
入
れ
た
手
紙
は
30
通

以
上
も
頂
き
ま
し
た
。
先
生
の
足
跡
に
驚
く
ば
か
り

か
、
高
齢
で
も
研
究
熱
心
で
し
た
。『
北
武
蔵
の
和
算

家
』
で
は
、
先
生
か
ら
提
供
し
て
頂
い
た
資
料
を
沢

山
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
出
版
す
る
と
き
に
は
大
変
喜
ん
で
頂
き
、「
推

薦
の
こ
と
ば
」
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

先
生
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

和
算
の
研
究 

  

前
章
で
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
『
数
学
史
研
究
』（
通

巻
通
巻
80
号
、
創
立
20
周
年
記
念
号
）
の
巻
頭
言

を
た
ま
た
ま
読
み
ま
し
た
。
当
時
の
大
矢
真
一
会
長

の
言
で
「
我
々
の
研
究
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
い

う
も
の
で
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。 

・「『
和
算
研
究
』
か
ら
『
数
学
史
研
究
』
に
改
名
し

た
の
は
西
洋
数
学
史
の
研
究
も
取
り
入
れ
る
為
だ
っ

た
が
活
動
は
充
分
で
は
な
く
、
且
つ
日
本
の
数
学
史

も
寄
稿
者
が
限
定
さ
れ
、
ま
た
内
容
が
算
額
に
限
定

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
」 

・「（
そ
の
算
額
の
研
究
で
数
学
者
の
分
布
、
伝
播
の

経
路
、
子
弟
関
係
、
身
分
階
級
な
ど
の
研
究
が
出
て

来
た
の
は
貴
重
だ
が
）
算
額
の
研
究
と
い
う
と
、
そ

の
内
容
を
現
代
式
に
書
き
直
し
て
、
そ
れ
で
研
究
が

す
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
に
考
え
て
い
る
論
文
が
多
い

よ
う
で
、
こ
れ
は
は
な
は
だ
残
念
で
あ
る
」、「
当
時

は
三
角
法
を
使
う
こ
と
は
希
で
あ
っ
た
。
微
積
分
を

使
う
こ
と
も
少
な
か
っ
た
。
当
時
の
人
た
ち
は
そ
う

い
う
こ
と
な
し
に
計
算
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
今

日
の
人
が
そ
れ
ら
の
算
法
を
駆
使
し
て
問
題
を
解

く
」、「
そ
れ
は
和
算
を
材
料
と
し
て
現
代
数
学
の
演

習
を
し
て
い
る
こ
と
で
、
和
算
を
研
究
す
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
和
算
の
計
算
の
合

否
を
考
え
る
一
助
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ

を
も
っ
て
和
算
の
研
究
の
大
筋
と
は
考
え
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、「
算
額
の
研
究
と
い

っ
て
も
、
最
近
は
研
究
の
範
囲
が
以
前
よ
り
ず
っ
と

広
く
な
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
、
賀
す
べ
き
傾
向
と

言
え
る
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
域
に
止
ま
る

べ
き
で
な
い
こ
と
も
ま
た
た
し
か
で
あ
る
。
和
算
の

内
容
は
も
っ
と
も
っ
と
広
い
の
で
あ
る
。
研
究
す
べ

き
事
柄
は
ま
だ
ま
だ
多
い
」
と
い
う
。 

 

筆
者
も
算
額
（
あ
る
い
は
和
算
）
の
問
題
を
現
代

数
学
で
解
い
た
だ
け
で
は
片
手
落
ち
で
は
な
い
か
、

当
時
の
解
き
方
に
言
及
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
た
の
で
意
を
得
た
想
い
で
す
。難
し
い
で
す
が
。

ま
た
、
和
算
の
内
容
の
広
さ
に
つ
い
て
は
文
化
史
的

に
考
え
れ
ば
（
例
え
ば
俳
句
を
行
う
こ
と
と
の
類
似

性
）、確
か
に
様
々
な
検
討
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

42
年
前
の
言
で
す
が
今
後
の
指
針
に
な
る
も
の
と

思
い
ま
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

野
口
先
生
の
逝
去
を
知
っ
た
日
、
高
校
の
恩
師
と

同
級
生
の
逝
去
も
知
っ
た
。
何
と
い
う
日
か
。 

見
学
や
文
献
調
査
な
ど
が
自
主
的
に
で
き
る
健

康
年
齢
は
自
分
の
場
合
何
歳
く
ら
い
ま
で
か
、
と

時
々
思
う
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
仮
に
八
十
歳
と
す

れ
ば
、
も
う
じ
き
七
十
六
歳
の
身
で
は
残
さ
れ
た
時

間
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
れ
に
自
分
勝
手
な
調
査
ば
か

り
で
良
い
の
か
、
小
さ
な
こ
と
で
も
良
い
か
ら
も
っ

と
世
の
為
人
の
為
に
な
る
こ
と
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
、
と
こ
の
歳
に
な
っ
て
迷
う
。 

 
 

忙せ
わ

し
な
く
雲
間
を
走
る
梅
雨
の
月 

（
加
藤
正
治
様
） 


